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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況
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柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２８年 ６月 分 ）

建　　　設 22
18
27

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２８年６月２４日　～　平成２８年７月７日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
50.0%
54.5%

回答数
51.3%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

62.8%

▲25＞DI

36 13 36.1%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１月 ▲ 29.7 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 53.5 ±0.0
２月 ▲ 26.3 ▲ 13.6 ▲ 50.0 ▲ 40.0 △ 7.6
３月 ▲ 25.6 ▲ 4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3
４月 ▲ 26.4 △ 5.8 ▲ 37.5 ▲ 54.1 ±0.0
５月 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲ 6.6
６月 ▲ 27.8 ▲ 9.0 ▲ 35.2 ▲ 51.8 ±0.0

見通し ▲ 11.3 ±0.0 △ 5.8 ▲ 37.0 ±0.0

【製造業】からは、「社員教育に注力し続けたことにより、従業員一人ひとりの自主性が芽生え、成果に繋がっている。今年度はHPの
更新や設備の修繕などにも力を入れ、HPからの問い合わせが前年対比１０％アップしている。」（その他のプラスチック製品製造
業）、「経済の流れは大企業中心の考察情報が基準となっている。その中で零細企業はどんな環境にも適応して生き残る技術を磨
き、乗り切って行きたい。」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【平成２８年６月の調査結果のポイント】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２７．８(前月水準▲３３．３）となり、マイナス
幅が５．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業±０．０（同▲６．６）であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲３５．２（同▲６１．１）、卸小売業▲５１．８（同
▲６０．０）で、特に製造業はマイナス幅が２５．９ポイントと大幅に縮小した。プラスからマイナスに転じた業
種は、建設業▲９．０（同±０．０）である。

○

≪業況ＤＩはやや回復。先行きは景気の不透明感から慎重な見方が続く≫

【建設業】からは、「熊本地震の影響で、地震対策の相談が急増している。」（一般土木建築工事業）、「予定が延期・中止になる物件
があり、依然として現在も先行きは不透明な状態。公共工事に関しては専門工事業であり、震災後はほぼ皆無の状態。改修物件が
出ないか期待している。」（石工れんがタイルブロック工事業）、「最近の天候不順により施工が順調にいかず、6月は売上減少となっ
た。その結果、工程ずれによるしわ寄せや、現場での作業時間、日数の融通がきかない為、7月はより忙しく、人手不足となりそう。」
（その他の職別工事業）、「梅雨入りにより畳工事の日程がずれ込んだため売上が減少したが、畳縁（ヘリ）バッグの売上は好調。」
（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「イギリスのEU離脱による影響を懸念している。」（その他の機械・同部品製造業）、「6月は自店企画にてやや売上が良
かったが、全体的に個人消費は下がっており、7月の参議院選挙を控えて結果が出るまで人の動きは鈍りそう。イギリスのEU離脱が
今後どの様に日本経済に響いてくるか予想がつかない。」（時計・眼鏡・光学機械小売業）などのコメントが寄せられた。

【卸小売業】からは、「ここ最近の業況は一般紙等でも書かれている通り、衣料品業界はひどい状況にある。デパート等の売り場面
積縮小、大手衣料品販売業者も値下げに踏み切るなどの対応をしており、中小のメーカーも廃業を考えている所が多い。」（婦人・子
供服小売業）、「最近の市内の状況は、量販店等が多数出店し、生活者にとっては選択する幅が増えており、事業者側は激戦を強
いられている様に感じる。青果卸業としては生鮮食品の需要と供給の対応が難しくなってきている。また、一部産地では水不足や端
境期で不足品が出ている。不安定な天候とこれからの夏商材にトウモロコシや枝豆など期待に応えられるように産地との情報交換
をもって努力している。」（食料・飲料卸売業）、「夏に向け冷菓の需要が増えてきているが昨年より勢いがない。」（菓子・パン小売
業）、「衣料品は父の日ギフトで紳士衣料、紳士パジャマなどは好調に推移。高齢者用の介護用品などは30％伸びたが、店全体の
売上は前年度を下回る。」（その他の各種商品小売業）、などのコメントが寄せられた。

各業種より、「柏地区にスーパーマーケットが短期間にこれだけ出店してきた事は、ここ３０年で初めての事と思われる。他店との差
別化をより進めなければならないと感じている。個人消費が好調なのは一部のみで多くの人々は税金等の増加で可処分所得は増
えていないと感じている。一時期の円高で長期的には食品は安くなる可能性はあるが、安売り合戦に陥ってしまう危険性もある。」
（各種食料品小売業）、「大型SCやスーパー等の開店ラッシュの影響があった。」（菓子・パン小売業）、「駅前競合店増加により、食
料品中心に影響があった。」（その他の各種商品小売業）、「柏市北西部のスーパー移転跡地にホームセンターがオープン。これで
柏の葉西口から江戸川台の狭い地域にスーパー6店舗に、おおたかの森から柏の葉スーパー2店舗とホームセンター2店舗が加わ
り、、特売合戦で客の争奪戦が始まり、客の流れが変わってかなり厳しい。人手不足のため、時給を上げて各職場に余裕を持って人
員を配置した結果、マイナス決算となる。募集をしても応募が状況が当面も続きそう。」（その他の飲食料品小売業）、などのコメント
が寄せられた。

◎先行き不安（英EU離脱等）

◎競争激化（出店ラッシュ）

【サービス業】からは、「市場にて食材の仕入を行っているが、全ての食材が当方が求める品質ほど値段が見合わなくなってきてい
る。仕入先を変更し、別の食材問屋との取引を少しずつ開始している。」（酒場・ビヤホール）、「反響数は不変だが、契約数・価格とも
に増えてきている。低金利が良い影響となって業況を下支えしているものと思われる。」（不動産管理業）、「旅行を取り巻く社会経済
状況と消費傾向より、旅行意欲は高いものの、支出は慎重になっている。8/11が山の日になり、製造業を中心に旧盆の休暇を11日
から取るなど、比較的連続した休みが取りやすい状況。4月の熊本地震の影響から、九州方面の宿泊者数は減少。しかしながら、地
震後初の夏休みには、帰省やボランティアへの参加など様々な目的で九州に出かける人が多いと考えられる。また、北海道新幹線
開業に伴い北海道や東北が注目さ れている。海外は円高・燃油サーチャージ0円により、海外旅行者数は増加予測。台湾、タイ、ス
ペイン、ポルトガル、北米、ファミリーにオセアニアが人気。全体的には景況感を反映して、アジアを中心に近場が増えそう。」（旅行
業）「消費税の納税額が増えて資金繰りが悪化。」（不動産賃貸業・管理業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「見積もりの額が下げられる傾向にある。品質の保持に努力している。」（電気工事業）、「材料単価は上げ止まりとなり
落ち着いたものの、施工単価が下がっている。オリンピックに向けてホテル等の建設も出てはいるが、やはり施工単価が厳しい状況
となっている。」（石工れんがタイルブロック工事業）、「展示会の効果により突発的な受注があったが継続性はないと思われる。引き
続き新規の売り込み営業が多く、機械加工業界全体が冷え込んでいる印象がある。」（その他の機械・同部品製造業）などのコメント
が寄せられた。

◎受注減少・受注単価下落
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平成28年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 29.7 ▲ 26.3 ▲ 25.6 ▲ 26.4 ▲ 33.3 ▲ 27.8 ▲ 11.3 ( ▲ 16.0 )

建　　　 設 ▲ 12.5 ▲ 13.6 ▲ 4.7 △ 5.8 ±0.0 ▲ 9.0 ±0.0 ( ▲ 4.3 )

製　　　 造 ▲ 38.8 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 37.5 ▲ 61.1 ▲ 35.2 △ 5.8 ( ▲ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 53.5 ▲ 40.0 ▲ 34.6 ▲ 54.1 ▲ 60.0 ▲ 51.8 ▲ 37.0 ( ▲ 40.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 △ 7.6 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 6.6 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 6.6 )

【平成２８年６月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１１．３（前月水準▲１６．
０）となり、マイナス幅が４．７ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、
製造業△５．８（同▲５．５）、サービス業±０．０（同▲６．６）、建設業±０．０（同▲４．３）である。マ
イナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲３７．０（同▲４０．０）である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業±０．０（同▲６．
６）である。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲３５．２（同▲６１．１）、卸小売
業▲５１．８（同▲６０．０）で、特に製造業はマイナス幅が２５．９ポイントと大幅に縮小した。プラス
からマイナスに転じた業種は、建設業▲９．０（同±０．０）である。

○

○

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２７．８(前月水準▲３３．３）となり、
マイナス幅が５．５ポイント縮小した。

平成２８年６月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の業況

６月
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○

平成28年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 29.7 ▲ 14.4 ▲ 14.1 ▲ 20.5 ▲ 27.1 ▲ 20.2 ▲ 13.9 ( △ 3.7 )

建　　　 設 ▲ 8.3 ▲ 9.0 △ 14.2 ±0.0 ▲ 4.3 ▲ 4.5 △ 4.5 ( △ 17.3 )

製　　　 造 ▲ 38.8 ▲ 37.5 ▲ 38.8 ▲ 43.7 ▲ 72.2 ▲ 47.0 ▲ 11.7 ( △ 16.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 53.5 ▲ 24.0 ▲ 34.6 ▲ 33.3 ▲ 44.0 ▲ 40.7 ▲ 44.4 ( ▲ 28.0 )

サ ー ビ ス ▲ 7.1 △ 23.0 △ 15.3 △ 9.0 △ 20.0 △ 30.7 △ 15.3 ( △ 20.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△３０．７（同△２０．０）で
ある。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲４７．０（同▲７２．２）、卸小売業▲
４０．７（同▲４４．０）であり、特に製造業はマイナス幅が２５．２ポイントと大幅に縮小した。マイナス
幅が拡大した業種は、建設業▲４．５（同▲４．３）である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１３．９（前月水準△３．７）
となり、プラスからマイナスに転じる見通しである。

○

【平成２８年６月の売上についての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２０．２（同▲２７．１）であり、マイナ
ス幅が６．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
△４．５（同△１７．３）、サービス業△１５．３（同△２０．０）である。プラスからマイナスに転じる見通
しの業種は、製造業▲１１．７（同△１６．６）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売
業▲４４．４（同▲２８．０）である。

　　平成２８年６月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の売上

６月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス

4



平成28年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 33.3 ▲ 21.0 ▲ 20.5 ▲ 22.0 ▲ 27.1 ▲ 31.6 ▲ 17.7 ( ▲ 13.5 )

建　　　 設 ▲ 16.6 ▲ 9.0 △ 4.7 ±0.0 ▲ 13.0 ▲ 18.1 ▲ 4.5 ( ▲ 8.6 )

製　　　 造 ▲ 38.8 ▲ 18.7 ▲ 50.0 ▲ 18.7 ▲ 44.4 ▲ 41.1 ▲ 11.7 ( ▲ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 53.5 ▲ 48.0 ▲ 34.6 ▲ 50.0 ▲ 44.0 ▲ 55.5 ▲ 44.4 ( ▲ 36.0 )

サ ー ビ ス ▲ 14.2 △ 7.6 △ 7.6 ±0.0 ±0.0 △ 7.6 △ 7.6 ( △ 6.6 )

先行き見通し

　　平成２８年６月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ ６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３１．６（前月水準▲２７．１）となり、
マイナス幅が４．５ポイント拡大した。

業種別では、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△７．６（同±０．０）である。マイナス幅が縮
小した業種は、製造業▲４１．１（同▲４４．４）である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順
に、卸小売業▲５５．５（同▲４４．０）、建設業▲１８．１（同▲１３．０）である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．７（前月水準▲１３．
５）であり、マイナス幅が４．２ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△７．６（同△
６．６）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲４．５（同▲８．６）である。
マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１１．７（同▲５．５）、卸小売業
▲４４．４（同▲３６．０）であり、である。

【平成２８年６月の採算についての状況】

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の採算

６月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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○

平成28年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 16.6 ▲ 26.4 ▲ 22.2 ▲ 18.9 ▲ 20.2 ( ▲ 19.7 )

建　　　 設 ▲ 16.6 ▲ 18.1 ▲ 14.2 ▲ 23.5 ▲ 21.7 ▲ 18.1 ▲ 9.0 ( ▲ 13.0 )

製　　　 造 ▲ 16.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 31.2 ▲ 22.2 ▲ 11.7 ▲ 23.5 ( ▲ 16.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.8 ▲ 32.0 ▲ 26.9 ▲ 25.0 ▲ 28.0 ▲ 25.9 ▲ 22.2 ( ▲ 24.0 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 27.2 ▲ 13.3 ▲ 15.3 ▲ 30.7 ( ▲ 26.6 )

先行き見通し

【平成２８年６月の仕入単価についての状況】

○ ６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１８．９（前月水準▲２２．２）となり、
マイナス幅が３．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲１１．７
（同▲２２．２）、建設業▲１８．１（同▲２１．７）、卸小売業▲２５．９（同▲２８．０）である。マイナス幅
が拡大した業種は、サービス業▲１５．３（同▲１３．３）、である。

　　平成２８年６月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２０．２（前月水準▲１９．
７）となり、マイナス幅が０．５ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設
業▲９．０（同▲１３．０）、卸小売業▲２２．２（同▲２４．０）である。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、幅の大きい順に、製造業▲２３．５（同▲１６．６）、サービス業▲３０．７（同▲２６．６）であ
る。

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の仕入単価

６月
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○

平成28年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 △ 9.5 △ 15.7 △ 15.3 △ 7.3 △ 4.9 △ 11.3 △ 17.7 ( △ 6.1 )

建　　　 設 △ 12.5 △ 13.6 ±0.0 △ 11.7 △ 8.6 △ 18.1 △ 27.2 ( △ 4.3 )

製　　　 造 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.5 ▲ 12.5 ▲ 11.1 ±0.0 ▲ 5.8 ( ▲ 11.1 )

卸 ・ 小売 △ 17.8 △ 20.0 △ 26.9 △ 16.6 △ 8.0 △ 11.1 △ 25.9 ( △ 12.0 )

サ ー ビ ス △ 21.4 △ 30.7 △ 30.7 △ 9.0 △ 13.3 △ 15.3 △ 15.3 ( △ 20.0 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業△１８．１
（同△８．６）、卸小売業△１１．１（同△８．０）、サービス業△１５．３（同△１３．３）である。マイナス
からプラスに転じた業種は、製造業±０．０（同▲１１．１）である。

【平成２８年６月の従業員についての状況】

○

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、△１７．７（前月水準△６．１）
であり、プラス幅が１１．６ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
△２７．２（同△４．３）、卸小売業△２５．９（同△１２．０）である。マイナス幅が縮小する見通しの業
種は、製造業▲５．８（同▲１１．１）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業△１
５．３（同△２０．０）である。

　　平成２８年６月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１１．３（前月水準△４．９）となり、プ
ラス幅が６．９ポイント拡大した。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の従業員

６月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

7



平成28年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 14.2 ▲ 11.8 ▲ 1.2 ▲ 7.3 ▲ 16.0 ▲ 16.4 ▲ 6.3 ( ▲ 9.8 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 9.0 △ 4.7 △ 5.8 △ 8.6 ▲ 9.0 △ 4.5 ( △ 8.6 )

製　　　 造 ▲ 38.8 ▲ 25.0 ▲ 5.5 ▲ 18.7 ▲ 38.8 ▲ 23.5 ±0.0 ( ▲ 16.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.8 ▲ 16.0 ▲ 11.5 ▲ 16.6 ▲ 24.0 ▲ 29.6 ▲ 22.2 ( ▲ 28.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 △ 7.6 △ 15.3 △ 9.0 ▲ 13.3 △ 7.6 ±0.0 ( ±0.0 )

先行き見通し

平成２８年６月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２８年６月の資金繰りについての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．４（前月水準▲１６．０）となり、
マイナス幅が０．４ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△７．６（同▲１
３．３）である。マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲２３．５（同▲３８．８）である。プラスからマイ
ナスに転じた業種は、建設業▲９．０（同△８．６）である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業
▲２９．６（同▲２４．０）である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．３（前月水準▲９．８）と
なり、マイナス幅が３．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業±０．０（同
▲１６．６）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２２．２（同▲２８．０）であ
る。変らない業種は、サービス業±０．０（同±０．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、
建設業△４．５（同△８．６）である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２８年６月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年６月の資金繰り

６月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 20.2 ▲ 13.9 ▲ 31.6 ▲ 17.7 ▲ 18.9 ▲ 20.2 △ 11.3 △ 17.7
建　　　設 ▲ 4.5 △ 4.5 ▲ 18.1 ▲ 4.5 ▲ 18.1 ▲ 9.0 △ 18.1 △ 27.2
製　　　造 ▲ 47.0 ▲ 11.7 ▲ 41.1 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ▲ 23.5 ±0.0 ▲ 5.8
卸 ・小売 ▲ 40.7 ▲ 44.4 ▲ 55.5 ▲ 44.4 ▲ 25.9 ▲ 22.2 △ 11.1 △ 25.9
サービス △ 30.7 △ 15.3 △ 7.6 △ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 30.7 △ 15.3 △ 15.3

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 27.8 ▲ 11.3 ▲ 16.4 ▲ 6.3
建　　　設 ▲ 9.0 ±0.0 ▲ 9.0 △ 4.5
製　　　造 ▲ 35.2 △ 5.8 ▲ 23.5 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 51.8 ▲ 37.0 ▲ 29.6 ▲ 22.2
サービス ±0.0 ±0.0 △ 7.6 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２８年４月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

熊本地震の影響で、地震対策の相談が急増している。

熊本地震 一般土木建築工事業

予定が延期・中止になる物件があり、依然として現在も先行きは不透明な状態。
公共工事に関しては専門工事業であり、震災後はほぼ皆無の状態。改修物件
が出ないか期待している。 先行き不安

受注減少
石工れんがタイルブロック工事業

見積もりの額が下げられる傾向にある。品質の保持に努力している。
受注単価下落 電気工事業

材料単価は上げ止まりとなり落ち着いたものの、施工単価が下がっている。オリ
ンピックに向けてホテル等の建設も出てはいるが、やはり施工単価が厳しい状
況となっている。最近の天候不順により施工が順調にいかず、6月は売上減少と
なった。その結果、工程ずれによるしわ寄せや、現場での作業時間、日数の融
通がきかない為、7月はより忙しく、人手不足となりそう。

受注単価下落
人手不足
天候不順

その他の職別工事業

梅雨入りにより畳工事の日程がずれ込んだため売上が減少したが、畳縁（ヘリ）
バッグの売上は好調。 天候不順 内装工事業

展示会の効果により突発的な受注があったが継続性はないと思われる。引き続
き新規の売り込み営業が多く、機械加工業界全体が冷え込んでいる印象があ
る。

受注減少
先行き不安

その他の機械・同部品製造業

イギリスのEU離脱による影響を懸念している。
イギリスEU離脱 酒類製造業

社員教育に注力し続けたことにより、従業員一人ひとりの自主性が芽生え、成果
に繋がっている。今年度はHPの更新や設備の修繕などにも力を入れ、HPから
の問い合わせが前年対比１０％アップしている。 生産性向上 その他のプラスチック製品製造業

経済の流れは大企業中心の考察情報が基準となっている。その中で零細企業
はどんな環境にも適応して生き残る技術を磨き、乗り切って行きたい。 印刷業

ここ最近の業況は一般紙等でも書かれている通り、衣料品業界はひどい状況に
ある。デパート等の売り場面積縮小、大手衣料品販売業者も値下げに踏み切る
などの対応をしており、中小のメーカーも廃業を考えている所が多い。 値下げ

利幅減少
婦人・子供服小売業

6月は自店企画にてやや売上が良かったが、全体的に個人消費は下がってお
り、7月の参議院選挙を控えて結果が出るまで人の動きは鈍りそう。イギリスの
EU離脱が今後どの様に日本経済に響いてくるか予想がつかない。

個人消費低調
イギリスEU離脱

時計・眼鏡・光学機械小売業

国道沿いにオープンした大型店の影響で、地元スーパーに影響があった。 大型店出店
競争激化

書籍・文房具小売業

柏地区にスーパーマーケットが短期間にこれだけ出店してきた事は、ここ３０年
で初めての事と思われる。他店との差別化をより進めなければならないと感じて
いる。個人消費が好調なのは一部のみで多くの人々は税金等の増加で可処分
所得は増えていないと感じている。一時期の円高で長期的には食品は安くなる
可能性はあるが、安売り合戦に陥ってしまう危険性もある。

競争激化
個人消費低調
円高

各種食料品小売業

最近の市内の状況は、量販店等が多数出店し、生活者にとっては選択する幅が
増えており、事業者側は激戦を強いられている様に感じる。青果卸業としては生
鮮食品の需要と供給の対応が難しくなってきている。また、一部産地では水不足
や端境期で不足品が出ている。不安定な天候とこれからの夏商材にトウモロコ
シや枝豆など期待に応えられるように産地との情報交換をもって努力している。

競争激化
天候不順

食料・飲料卸売業

夏に向け冷菓の需要が増えてきているが昨年より勢いがない。 菓子・パン小売業

大型SCやスーパー等の開店ラッシュの影響があった。 大型店出店
競争激化

菓子・パン小売業

駅前競合店増加の影響は食品中心にある。衣料品は父の日ギフトで紳士衣料、
紳士パジャマなどは好調に推移。高齢者用の介護用品などは30％伸びたが、店
全体の売上は前年度を下回る。

大型店出店
競争激化

その他の各種商品小売業

市場にて食材の仕入を行っているが、全ての食材が当方が求める品質ほど値
段が見合わなくなってきている。仕入先を変更し、別の食材問屋との取引を少し
ずつ開始している。

仕入先変更
利益減少

酒場・ビヤホール

反響数は不変だが、契約数・価格ともに増えてきている。低金利が良い影響と
なって業況を下支えしているものと思われる。

受注増加
低金利

不動産管理業

柏市北西部のスーパー移転跡地にホームセンターがオープン。これで柏の葉西
口から江戸川台の狭い地域にスーパー6店舗に、おおたかの森から柏の葉スー
パー2店舗とホームセンター2店舗が加わり、、特売合戦で客の争奪戦が始まり、
客の流れが変わってかなり厳しい。人手不足のため、時給を上げて各職場に余
裕を持って人員を配置した結果、マイナス決算となる。募集をしても応募が状況
が当面も続きそう。

大型店出店
競争激化
人手不足
利益減少

その他の飲食料品小売業

旅行を取り巻く社会経済状況と消費傾向より、旅行意欲は高いものの、支出は
慎重になっている。8/11が山の日になり、製造業を中心に旧盆の休暇を11日か
ら取るなど、比較的連続した休みが取りやすい状況。4月の熊本地震の影響か
ら、九州方面の宿泊者数は減少。しかしながら、地震後初の夏休みには、帰省
やボランティアへの参加など様々な目的で九州に出かける人が多いと考えられ
る。また、北海道新幹線開業に伴い北海道や東北が注目さ れている。海外は円
高・燃油サーチャージ0円により、海外旅行者数は増加予測。台湾、タイ、スペイ
ン、ポルトガル、北米、ファミリーにオセアニアが人気。全体的には景況感を反映
して、アジアを中心に近場が増えそう。

個人消費低調
熊本地震

旅行業

消費税の納税額が増えて資金繰りが悪化。

消費税増税
資金繰り悪化

不動産賃貸業・管理業

製造業

建設

サービス業

卸小売
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各業種より、「見積もりの額が下げられる傾向にある。品質の保持に努
力している。」（電気工事業）、「材料単価は上げ止まりとなり落ち着いた
ものの、施工単価が下がっている。オリンピックに向けてホテル等の建設
も出てはいるが、やはり施工単価が厳しい状況となっている。」（石工れ
んがタイルブロック工事業）、「展示会の効果により突発的な受注があっ
たが継続性はないと思われる。引き続き新規の売り込み営業が多く、機
械加工業界全体が冷え込んでいる印象がある。」（その他の機械・同部
品製造業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「イギリスのEU離脱による影響を懸念している。」（その他の
機械・同部品製造業）、「6月は自店企画にてやや売上が良かったが、全
体的に個人消費は下がっており、7月の参議院選挙を控えて結果が出る
まで人の動きは鈍りそう。イギリスのEU離脱が今後どの様に日本経済に
響いてくるか予想がつかない。」（時計・眼鏡・光学機械小売業）などのコ
メントが寄せられた。

各業種より、「柏地区にスーパーマーケットが短期間にこれだけ出店して
きた事は、ここ３０年で初めての事と思われる。他店との差別化をより進
めなければならないと感じている。個人消費が好調なのは一部のみで多
くの人々は税金等の増加で可処分所得は増えていないと感じている。一
時期の円高で長期的には食品は安くなる可能性はあるが、安売り合戦
に陥ってしまう危険性もある。」（各種食料品小売業）、「大型SCやスー
パー等の開店ラッシュの影響があった。」（菓子・パン小売業）、「駅前競
合店増加により、食料品中心に影響があった。」（その他の各種商品小
売業）、「柏市北西部のスーパー移転跡地にホームセンターがオープン。
これで柏の葉西口から江戸川台の狭い地域にスーパー6店舗に、おおた
かの森から柏の葉スーパー2店舗とホームセンター2店舗が加わり、、特
売合戦で客の争奪戦が始まり、客の流れが変わってかなり厳しい。人手
不足のため、時給を上げて各職場に余裕を持って人員を配置した結果、
マイナス決算となる。募集をしても応募が状況が当面も続きそう。」（その
他の飲食料品小売業）、などのコメントが寄せられた。

◎競争激化（出店ラッシュ）

◎先行き不安（英EU離脱等）

◎受注減少・受注単価下落
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平成２８年６月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２７．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２４．
８で柏の方がマイナス幅が３．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、両業種ともに１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、両業
種ともに１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２０．２に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２１．
５で柏の方がマイナス幅が１．３ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、両業種ともに１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造
業では１０ポイント以上悪い。

【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が△１１．３に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△１４．
２で柏の方がプラス幅が２．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造
業、卸小売業、サービス業である。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１２．
１で柏の方がマイナス幅が４．３ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造
業では１０ポイント以上悪い。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲３１．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２０．
６で柏の方がマイナス幅が１１．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景
気」の方が良い業種は、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、製造業と卸小
売業は１０ポイント以上悪い。

【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１８．９に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２１．
５で柏の方がマイナス幅が２．６ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業であり、サービス業では
１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業である。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 27.8 ▲ 9.0 ▲ 35.2 ▲ 51.8 ±0.0

▲ 24.8 ▲ 22.5 ▲ 22.1 ▲ 39.9 ▲ 12.5

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.2 ▲ 4.5 ▲ 47.0 ▲ 40.7 △ 30.7

▲ 21.5 ▲ 16.1 ▲ 15.8 ▲ 38.5 ▲ 10.9

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 31.6 ▲ 18.1 ▲ 41.1 ▲ 55.5 △ 7.6

▲ 20.6 ▲ 14.0 ▲ 16.7 ▲ 36.3 ▲ 12.8

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 18.9 ▲ 18.1 ▲ 11.7 ▲ 25.9 ▲ 15.3

▲ 21.5 ▲ 20.2 ▲ 13.1 ▲ 23.7 ▲ 28.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 11.3 △ 18.1 ±0.0 △ 11.1 △ 15.3

△ 14.2 △ 13.2 △ 5.5 △ 18.7 △ 22.8

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.4 ▲ 9.0 ▲ 23.5 ▲ 29.6 △ 7.6

▲ 12.1 ▲ 9.8 ▲ 9.4 ▲ 22.9 ▲ 9.9

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

平成２８年６月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO



調査期間 : 平成28年6月24日～7月7日

調査対象：柏市内１５６事業所及び組合に

ヒアリング、回答数８０件

柏 の 景 気 情 報
（６月の調査結果のポイント）

柏

市

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
や
や
回
復
。
先
行

き
は
景
気
の
不
透
明
感
か
ら
、
慎

重
な
見
方
が
続
く
。

６
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(

前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以
下

同
じ)
は
、
▲
２
７
．
８(

前
月
水

準
▲
３
３
．
３
）
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
幅
が
５
．
５
ポ
イ
ン
ト
縮
小

し
た
。
業
種
別
で
は
、
前
月
水
準

と
比
べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ

ス
に
転
じ
た
業
種
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
±
０
．
０
（
同
▲
６
．
６
）
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た

業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、
製

造
業
▲
３
５
．
２
（
同
▲
６
１
．

１
）、
卸
小
売
業
▲
５
１
．
８
（
同

▲
６
０
．
０
）
で
、
特
に
製
造
業

は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
２
５
．
９
ポ
イ

ン
ト
と
大
幅
に
縮
小
し
た
。
プ
ラ

ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
業

種
は
、
建
設
業
▲
９
．
０
（
同
±

０
．
０
）
で
あ
る
。

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
熊
本
地

震
の
影
響
で
、
地
震
対
策
の
相
談

が
急
増
。
」
（
一
般
土
木
建
築
工

事
業
）、「
予
定
が
延
期
・
中
止
に

な
る
物
件
が
あ
り
、
依
然
と
し
て

現
在
も
先
行
き
は
不
透
明
な
状

態
。
改
修
物
件
が
出
な
い
か
期
待

し
て
い
る
。
」
（
石
工
れ
ん
が
タ

イ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
）
、
「
最

近
の
天
候
不
順
に
よ
り
６
月
は

売
上
減
少
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
工
程
ず
れ
に
よ
る
し
わ
寄
せ

に
よ
り
、
７
月
は
よ
り
忙
し
く
、

人
手
不
足
と
な
り
そ
う
。
」
（
そ

の
他
の
職
別
工
事
業
）
、
「
梅
雨

入
り
に
よ
り
畳
工
事
の
日
程
が

ず
れ
込
ん
だ
た
め
売
上
が
減
少

し
た
が
、
畳
縁
バ
ッ
グ
の
売
上
は

好
調
。」（
内
装
工
事
業
）
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
社
員
教

育
に
注
力
し
、
従
業
員
の
自
主
性

が
芽
生
え
、
成
果
に
繋
が
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
Ｈ
Ｐ
の
更
新
や
設

備
の
修
繕
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

Ｈ
Ｐ
か
ら
の
問
合
せ
が
前
年
対

比
１
０
％
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
」

（
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
製
造
業
）
、
「
経
済
の
流
れ
は

大
企
業
中
心
の
考
察
情
報
が
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
零

細
企
業
は
ど
ん
な
環
境
に
も
適

応
し
て
生
き
残
る
技
術
を
磨
き
、

乗
り
切
っ
て
行
き
た
い
。
」
（
印

刷
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
衣
料
品

業
界
は
、
大
手
・
デ
パ
ー
ト
等
が

売
場
面
積
縮
小
、
値
下
げ
に
踏
み

切
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り
、

中
小
の
メ
ー
カ
ー
も
廃
業
を
検
討

し
て
い
る
所
が
多
い
。」（
婦
人
・

子
供
服
小
売
業
）、「
生
鮮
食
品
の

需
要
と
供
給
の
対
応
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
産

地
で
は
水
不
足
で
不
足
品
が
出
て

い
る
。
不
安
定
な
天
候
の
中
で
、

夏
商
材
を
揃
え
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
。」（
食
料
・
飲
料
卸

売
業
）、「
夏
に
向
け
冷
菓
の
需
要

が
増
え
て
き
て
い
る
が
昨
年
よ
り

勢
い
が
な
い
。」（
菓
子
・
パ
ン
小

売
業
）、「
父
の
日
ギ
フ
ト
で
紳
士

衣
料
は
好
調
。
高
齢
者
用
の
介
護

用
品
な
ど
は
３
０
％
伸
び
た
が
、

店
全
体
の
売
上
は
前
年
度
を
下
回

る
。」（
そ
の
他
の
各
種
商
品
小
売

業
）、
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
市
場

か
ら
食
材
を
仕
入
れ
て
い
る
が
、

品
質
と
値
段
が
見
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
別
の
食
材
問
屋
と

の
取
引
を
開
始
し
て
い
る
。」（
酒

場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
）、「
低
金
利
が

良
い
影
響
と
な
り
、
契
約
数
が
増

加
。」（
不
動
産
管
理
業
）、「
旅
行

意
欲
は
高
い
も
の
の
、
支
出
は
慎

重
に
な
っ
て
い
る
。
祝
日
が
増
え

た
事
で
、
連
休
が
取
り
や
す
い
状

況
に
な
っ
た
。
熊
本
地
震
の
影
響

か
ら
、
九
州
方
面
の
宿
泊
者
数
は

減
少
し
た
が
、
帰
省
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
参
加
な
ど
で
九
州
に

出
か
け
る
人
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。」（
旅
行
業
）「
消
費
税
の

納
税
額
が
増
え
て
資
金
繰
り
が

悪
化
。」（
不
動
産
賃
貸
業
・
管
理

業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。

６
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド

◎
受
注
減
少
・
受
注
単
価
下
落

各
業
種
よ
り
、「
見
積
も
り
金

額
が
下
げ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

品
質
の
保
持
に
努
力
し
て
い

る
。
」
（
電
気
工
事
業
）
、
「
施
工

単
価
が
下
が
っ
て
い
る
。
五
輪
に

向
け
て
ホ
テ
ル
等
の
建
設
も
出

て
は
い
る
が
、
や
は
り
施
工
単
価

が
厳
し
い
状
況
。
」
（
石
工
れ
ん

が
タ
イ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
）
、

「
展
示
会
の
効
果
に
よ
り
受
注

が
あ
っ
た
が
継
続
性
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
引
き
続
き
新
規
の
売

り
込
み
営
業
が
多
く
、
機
械
加
工

業
界
全
体
が
冷
え
込
ん
で
い
る

印
象
が
あ
る
。
」
（
そ
の
他
の
機

械
・
同
部
品
製
造
業
）
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
先
行
き
不
安
（
英
Ｅ
Ｕ
離
脱
）

各
業
種
よ
り
、「
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
る
影
響
を
懸
念

し
て
い
る
。
」
（
そ
の
他
の
機

械
・
同
部
品
製
造
業
）、「
６
月
は

自
店
企
画
に
て
や
や
売
上
が
良

か
っ
た
が
、
全
体
的
に
個
人
消
費

は
下
が
っ
て
お
り
、
７
月
の
参
議

院
選
挙
を
控
え
て
結
果
が
出
る

ま
で
人
の
動
き
は
鈍
り
そ
う
。
イ

ギ
リ
ス
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
今
後
ど
の

様
に
日
本
経
済
に
響
い
て
く
る
か

予
想
が
つ
か
な
い
。」
（
時
計
・
眼

鏡
・
光
学
機
械
小
売
業
）
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
競
争
激
化
（
出
店
ラ
ッ
シ
ュ
）

各
業
種
よ
り
、「
柏
地
区
に
食
品

ス
ー
パ
ー
が
短
期
間
に
こ
れ
だ
け

出
店
し
て
き
た
事
は
、こ
こ
３
０
年

で
初
め
て
の
事
と
思
わ
れ
る
。他
店

と
の
差
別
化
を
よ
り
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。個
人

消
費
が
好
調
な
の
は
一
部
の
み
で

多
く
の
人
々
は
税
金
等
の
増
加
で

可
処
分
所
得
は
増
え
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。一
時
期
の
円
高
で
長

期
的
に
は
食
品
は
安
く
な
る
可
能

性
は
あ
る
が
、安
売
り
合
戦
に
陥
っ

て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。」（
各

種
食
料
品
小
売
業
）、
「
柏
駅
前
競

合
店
増
加
に
よ
り
、食
料
品
を
中
心

に
影
響
が
あ
っ
た
。」
（
そ
の
他
の

各
種
商
品
小
売
業
）、
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較

全
産
業
合
計
で
は
、
「
柏
の
景

気
」
が
▲
２
７
．
８
に
対
し
、「
Ｃ

Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
▲
２
４
．
８

で
柏
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
３
．０

ポ
イ
ン
ト
大
き
い
。
業
種
別
で
は
、

「
柏
の
景
気
」
の
方
が
良
い
業
種

は
、建
設
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

両
業
種
と
も
に
１
０
ポ
イ
ン
ト
以

上
良
い
。「
柏
の
景
気
」
の
方
が
悪

い
業
種
は
、
製
造
業
、
卸
小
売
業
で

あ
り
、両
業
種
と
も
に
１
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
悪
い
。

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ

全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

１月 ▲ 29.7 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 53.5 ± 0.0 

２月 ▲ 26.3 ▲ 13.6 ▲ 50.0 ▲ 40.0 △  7.6 

３月 ▲ 25.6 ▲  4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3 

４月 ▲ 26.4 △  5.8 ▲ 37.5 ▲ 54.1 ±0.0

５月 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 61.1 ▲ 60.0 ▲  6.6

６月 ▲ 27.8 ▲ 9.0 ▲ 35.2 ▲ 51.8 ±0.0 

見通し ▲ 11.3 ±0.0 △ 5.8 ▲ 37.0 ±0.0 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ



全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ

１月 ▲ 19.4 ▲ 17.4 ▲ 16.4 ▲ 18.2 ▲ 31.3 ▲ 13.6 

２月 ▲ 22.8 ▲ 18.2 ▲ 23.8 ▲ 19.7 ▲ 34.0 ▲ 15.5 

３月 ▲ 23.6 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 25.9 ▲ 41.8 ▲ 14.6 

４月 ▲ 21.0 ▲ 18.8 ▲ 16.2 ▲ 31.3 ▲ 32.0 ▲ 12.7 

５月 ▲ 22.8 ▲ 21.0 ▲ 13.2 ▲ 25.1 ▲ 36.2 ▲ 20.4 

６月 ▲ 24.8 ▲ 22.5 ▲ 22.1 ▲ 30.4 ▲ 39.9 ▲ 12.5 

見通し ▲ 24.6 ▲ 19.0 ▲ 24.3 ▲ 28.0 ▲ 37.4 ▲ 14.9 

調査期間：平成28年6月16日～22日

調査対象：全国の423商工会議所が2973企業

     にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（６月速報）

全

国

の

業

況

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
悪
化
。
先
行
き

も
慎
重
な
見
方
続
き
、
ほ
ぼ
横
ば

い
の
動
き

６
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
２
４
．
８
と
、
前
月

か
ら
▲
２
．
０
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
な
お
、
本
調
査
期
間
は
英
国

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
決
定
前
で
あ
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
。
人
手
不
足

や
人
件
費
の
上
昇
が
足
か
せ
と

な
る
中
、
消
費
低
迷
の
長
期
化
や

円
高
進
行
に
よ
る
受
注
減
に
加

え
、
株
価
・
為
替
の
不
安
定
な
動

き
が
中
小
企
業
の
マ
イ
ン
ド
を

下
押
し
し
て
い
る
。
堅
調
な
観
光

需
要
や
、
原
材
料
価
格
の
下
落
、

春
か
ら
値
上
が
り
し
て
い
る
も

の
の
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に

あ
る
燃
料
費
の
恩
恵
を
指
摘
す

る
声
は
聞
か
れ
る
が
、
中
小
企
業

の
景
況
感
は
足
元
で
弱
い
動
き

が
み
ら
れ
て
い
る
。
先
行
き
に
つ

い
て
は
、
先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
が

▲
２
４
．
６
（
今
月
比
＋
０
．
２

ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
を
見

込
む
。
夏
の
観
光
需
要
の
拡
大

や
、
猛
暑
予
測
か
ら
飲
料
品
や
家

電
製
品
な
ど
夏
物
商
品
の
販
売

増
加
、
消
費
増
税
の
再
延
期
に
よ

る
消
費
者
マ
イ
ン
ド
改
善
を
期

待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。
他
方
、

金
融
市
場
の
不
安
定
な
推
移
な

ど
に
よ
る
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
消
費
の
一
段
の
悪
化
や
設
備

投
資
の
減
少
に
対
す
る
懸
念
の

ほ
か
、
人
手
不
足
の
影
響
拡
大
な

ど
、
景
気
の
不
透
明
感
が
増
す

中
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
先

行
き
へ
の
慎
重
な
見
方
が
続
い

て
い
る
。

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。

【
建
設
業
】「
公
共
工
事
が
低
調

な
た
め
、
少
な
い
案
件
を
取
り
合

い
、
同
業
他
社
と
価
格
競
争
と
な

っ
て
い
る
。
一
方
で
燃
料
代
は
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
採
算
が
悪
化
し

て
い
る
」
（
土
木
工
事
業
）
「
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
以
外
の
建
材
価

格
は
下
落
し
て
お
り
、
特
に
中
国

の
生
産
過
剰
に
よ
り
、
鉄
鋼
価
格

の
下
落
が
目
立
つ
」（
建
築
工
事

業
）「
地
元
の
市
町
村
は
公
共
工

事
を
早
期
発
注
し
て
い
る
た
め
、

売
上
は
改
善
し
た
。
た
だ
し
、
地

域
間
で
発
注
量
に
大
幅
な
格
差

が
あ
る
」（
一
般
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
熊
本
地
震
に
よ
る

製
造
ラ
イ
ン
休
止
の
影
響
が
な

く
な
り
、
業
績
は
回
復
し
た
。
消

費
税
率
引
上
げ
の
延
期
に
よ
る
、

国
内
消
費
の
好
転
を
期
待
し
た

い
」
（
自
動
車
部
品
製
造
業
）

「
売
上
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
も
の
の
、
原
材
料
で
あ
る
豚
肉

な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
収

益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
」（
食
料

品
製
造
業
）「
円
高
の
進
行
に
よ

り
、
仕
入
価
格
減
少
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
反
面
、
外
貨
建
の
債
権

に
は
為
替
差
損
が
生
じ
て
い
る
」

（
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
業
況
、
売
上
と
も
に

堅
調
に
推
移
し
て
お
り
、
顧
客
か

ら
の
増
産
要
請
に
対
応
す
る
た
め

設
備
投
資
に
乗
り
出
し
た
。
し
か

し
、
設
備
費
は
数
年
前
と
比
較
し

て
１
．
５
〜
２
倍
程
度
と
な
っ
て

お
り
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
」（
繊
維

品
卸
売
業
）
「
天
候
不
順
な
ど
に

よ
り
、
農
産
物
の
品
質
が
悪
く
、

取
扱
数
量
は
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
。
今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く
見

込
み
」（
農
産
物
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
個
人
消
費
の
低
迷
は

深
刻
で
あ
り
、
衣
料
品
と
高
額
品

の
売
上
は
前
年
同
月
を
下
回
っ
て

い
る
。
お
中
元
商
戦
が
売
上
回
復

の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」（
百
貨
店
）「
夏
の
セ
ー
ル

待
ち
で
衣
料
品
を
買
い
控
え
る
顧

客
が
多
く
、
依
然
と
し
て
業
況
は

厳
し
い
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
夏
に
向
け
て
飲

料
品
の
出
荷
量
が
増
加
し
て
き
た

こ
と
を
受
け
、
売
上
は
改
善
。
ま

た
、
足
元
の
原
油
価
格
は
上
昇
し

て
い
る
も
の
の
、
前
年
比
で
は
依

然
と
し
て
低
水
準
に
あ
り
、
採
算

も
と
れ
て
い
る
」（
運
送
業
）「
シ

ス
テ
ム
開
発
の
引
き
合
い
は
依
然

と
し
て
多
い
が
、
人
手
不
足
の
た

め
応
じ
き
れ
ず
、
売
上
の
増
加
に

結
び
つ
け
ら
れ
な
い
」（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
）「
「
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ

イ
ド
」
の
時
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
婚
姻
数
の
減
少
や
競
合
激
化

で
業
況
は
厳
し
い
」（
写
真
業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


